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抄　録

　先行研究は，幼児の約4割が習い事をしており，年齢があがるごとに習い事をしている

子どもの割合が増加すると報告している。そこで本研究は，幼児を対象に習い事の種類が

幼児の血圧及びカウプ指数に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。対象者は，4

歳（年中児）及び5歳（年長児）の幼稚園児111名とした。対象者に身長と体重の測定を行

い，非強制的に血圧の測定を行った。加えて，対象者の保護者宛に習い事に関するアンケー

ト調査を行った（回収率65.8％）。アンケート調査の結果から，習い事を運動系（スイミ

ング等）・座位系（英会話，ピアノ等）・両方実施・習い事無の4群に分け，収縮期血圧，

拡張期血圧及びカウプ指数を比較したところ，4群間に差は示さなかった。本研究の結果

から，幼稚園児の習い事が収縮期血圧変化・拡張期血圧変化・カウプ指数変化に及ぼす影

響に差がないと考えられた。
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Ⅰ．緒言
　血圧は加齢とともに増加する6）。子どもにおいても，成長とともに生理的に増加するこ

とがわかっている11）。しかしながら，幼児を対象とした血圧の報告は僅かである。日本高

血圧学会の「高血圧治療ガイドライン2009」12）では，幼児においては健診用の高血圧基

準（幼児：収縮期血圧≧120mmHg，拡張期血圧≧70mmHg）が示されているのみであり，
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本邦の幼児の血圧の正常値は定かではない。一方，アメリカにおいては，性，年齢，身長

のパーセンタイルによって，収縮期血圧及び拡張期血圧のパーセンタイル値が示されてい

る11）。アメリカの5歳男児の収縮期血圧の95パーセンタイル値は，どの身長のパーセンタ

イル値においても120mmHg以下を示しており，本邦の幼児の血圧値は，健診や治療現場

において高く見積もられている可能性がある。

　成人では，血圧に影響を及ぼす要因として，肥満度4）10）や身体活動量がある3）6）7）。高

血圧や肥満は，循環器疾患の危険因子であり，適正体重を維持することや習慣的な運動の

実施は，高血圧の抑制や正常血圧の保持に有効であることが多くの研究により明らかと

なっている3）6）7）8）。現在の子どもを取り巻く環境は，外遊び時間の減少，自発的な運動

機会の減少，遊び場の減少などがある14）。加えて，現代の子どもがよく行う遊びは，お絵

かき・粘土・ブロックなどの造形遊びが最も多く14），活発に体を動かす機会は減少してい

る。これらが近年の子どもの問題として取り上げられる体力低下や肥満児の増加に影響し

ていると予測できる。同時に，子どもにおいても高血圧や肥満など，循環器疾患の危険因

子を増加させている可能性が高い。

　平成22年度の日本小児保健協会の報告によると，2歳児以上の幼児の31％は習い事をし

ている14）。3歳児以上を対象とした報告では，学校外教育活動として幼児のスポーツ活動

の活動率は40.0％，芸術活動の活動率は29.6％であった1）。加えて，幼児の保護者の99.1％

が「子どもが身体を動かす機会を増やしたい」，98.8%が「子どもにとって運動やスポー

ツは必要だ」とアンケート調査に答えている1）。現在の子どもを取り巻く環境による外遊

び時間の減少や自発的な運動機会の減少，遊び場の減少等の問題点を補完する目的で運動

やスポーツに関する習い事をさせている保護者も多いと考える。そこで，幼児の運動やス

ポーツに関する習い事が，その他の習い事や習い事をしていない場合と比較して，血圧及

び子どもの肥満度の指標となるカウプ指数が低値を示すと仮説立てた。

Ⅱ．目的
　本研究は，幼稚園児を対象に，習い事の種類が血圧及びカウプ指数に及ぼす影響を明ら

かにすることを目的とした。

Ⅲ．方法
１．対象者

　O県内の幼稚園に在園する4歳児（年中児）及び5歳児（年長児）の111名を対象とした。

身体的特性は表1に示した。幼稚園園長には，ヘルシンキ宣言の趣旨に沿って研究内容及

び方法，倫理的配慮，期待される効果を口頭及び書面にて説明を行い，同意を得た。その

後，対象者の保護者に対しても同様の説明を書面にて行い，同意を得た。全ての測定及び

調査は，対象者及びその保護者の意思を尊重して実施した。本研究の倫理性については，

就実大学・就実短期大学研究倫理安全委員会の承認（受付番号80）を得て実施した。　
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　　　　 表1　対象者の身体的特性

２．測定及び調査の流れ

　対象者は，保育室において身長及び体重，血圧の順に測定を行った。これらは，全て午

前9時～10時の間に実施した。後日，対象者の保護者宛に子どもの習い事に関するアンケー

ト調査を行った。

３．測定項目

　１）形態測定

　身長及び体重の測定は，デジタル測定器 (デジタル身長計 AD-6226，ベッドサイドスケー

ル AD-6121A，ともに株式会社エー・アンド・デイ社製）を用いて測定し，その結果から

カウプ指数を算出した。カウプ指数とは，乳幼児の肥満ややせの判断のために用いられ，

BMI(Body Mass Index)と同様の算出方法である（体重 (kg)/身長 (m)2）。身長に対して，

体重が多い少ないかを簡便に表すことができる。成人では，BMI18.5～24.9を標準とし25

以上を肥満と定義されているが，乳幼児では15～19が標準とされている。

　２）血圧

　血圧の測定は，全自動血圧計（Vital Note TM-2581:株式会社エー・アンド・デイ）を用

いて，座位にて測定した。測定時の加圧は140mmHgを上限値に設定し，それ以上は加圧

を行わないようにした。対象者より，測定中止や痛みの訴えがあった場合には，ただちに

測定を中止した。

４．アンケート調査

　対象者の保護者111名に，対象者の習い事についてのアンケート調査を行った。アンケー

トの回収数は73名であり，回収率は65.8％であった。質問項目は，①習い事の実施の有無，

②習い事の内容，③頻度（回 /週，分 /1回）であった。アンケート調査用紙は，幼稚園

の職員を介して対象者の保護者に配布し，回収した。アンケートは，対象者の身長及び体

重，血圧と関連を持たせるために，記名式とした。プライバシーを保護するために封筒に

入れ，封をした状態で提出するよう配慮した。習い事の内容から，スイミングや体操教室
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表1 対象者の身体的特性 

4歳児（年中児） 身体的特性 5歳児（年長児） 

34 

109.3±3.6 

18.8±2.0 

15.7±1.2 

93±18 

59±10 

90±16 

n 

身長(cm) 

体重(kg) 

カウプ指数(kg/m2) 

収縮期血圧(mmHg) 

拡張期血圧(mmHg) 

心拍数(beat/min) 

39 

115.7±5.7* 

21.3±3.7* 

15.8±1.8 

99±10 

58±7 

90±12 

平均値±標準偏差 *p<0.05 4歳児vs.5歳児 
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などの運動やスポーツに関する習い事をしている「運動系群（n=14）」，楽器演奏や英会

話などの主に座位にて活動のすることの多い習い事をしている「座位系群（n=21）」，そ

れらの両方を習っている「両方群（n=17）」，習い事をしていない「無し群（n=21）」の4

群に分類した。

５．統計処理

　統計処理は，統計ソフトMacintosh版 Stat-view-J5.0を用いて行った。各群の習い事の1

週間あたりの実施頻度，1週間あたりの習い事に要する時間，血圧及びカウプ指数の習い

事群の比較には，Tukey-Kramerの多重比較検定を行った。各測定値は平均値±標準偏差

で表記し，統計学的な有意水準は危険率 (p)5%未満とした。

Ⅳ．結果
１．習い事について　

　対象者の習い事の内容を表2に示し，習い事の1週間あたりの実施頻度及び1週間に習い

事に要する時間を表3に示した。

　　　　　表2　対象者の習い事の種類

　　
　　表3　習い事の1週間あたりの実施頻度と時間

　対象者の習い事は，運動やスポーツに関する習い事はスイミングが一番多く，運動やス

ポーツ以外の習い事では，楽器演奏であるピアノが多いことがわかった。習い事の1週間

あたりの実施頻度及び1週間に習い事に要する時間は，座位系群と比較して，両方群で有

意に高値を示した（p<0.05）。運動系群と比較して，座位系群と両方群では有意差を示さ

なかった。
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表2 対象者の習い事の種類 

習い事の種類 

運動系 座位系 

スイミング 18名 ピアノ 17名 

ダンス 4名 英会話 7名 

空手 4名 学習塾 6名 

サッカー 3名 硬筆 5名 

その他 2名 その他 3名 

表3 習い事の1週間あたりの実施頻度と時間 

 運動系 座位系 両方 

週あたりの習い事回数（回） 2.0±1.8 1.3±0.8 3.0±1.5* 

週あたりの習い事時間（分） 132±140 92±83 172±93* 

平均値±標準偏差 *p<0.05 座位系vs.両方 
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週あたりの習い事時間（分） 132±140 92±83 172±93* 

平均値±標準偏差 *p<0.05 座位系vs.両方 
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２．習い事の種類が血圧及びカウプ指数に及ぼす影響

　習い事の種類と血圧の比較を図1，2に示し，習い事の種類とカウプ指数の比較を図3に

示した。

習い事の種類と収縮期血圧，拡張期血圧，カウプ指数はいずれも有意な差を示さなかった。

Ⅴ．考察
　本研究の対象者の約7割は習い事をしていた。平成22年度の日本小児保健協会の報告14）

では，2歳児以上では31％の幼児が習い事をしていると報告されていることから，本研究

の対象者とは異なる結果であった。一方で，幼児では年齢が上がるごとに習い事をする子

どもの数が増えると報告されている2）。本研究は4歳児（年中児）及び5歳児（年長児）を

対象としているため，先行研究と異なる結果であったと推察される。加えて，本研究は幼

稚園児のみを対象としている。幼稚園児は保育園児と比較して，在園時間が短く，かつ，

家庭に保育に携わることが可能な保護者や親族等がいることから，習い事に通いやすい環

境があることも先行研究と異なる結果となった要因であると考える。本研究の対象者の習

い事の内容は，運動系の習い事では「スイミング」，運動系以外の習い事では「ピアノ」

の楽器演奏が最も多かった。これは，先行研究2）13）14）と同様の結果であった。本研究の

対象者は，習い事をしている幼児の割合が多いものの，その習い事の内容は一般的な様相

The relationship between after-school lessons and blood pressure, Kaup index in Kindergarteners 

 - 4 - 

対象者の習い事は，運動やスポーツに関する習い事はスイミングが一番多く，運動やスポーツ以外の習い

事では，楽器演奏であるピアノが多いことがわかった。習い事の1週間あたりの実施頻度及び1週間に習い

事に要する時間は，座位系群と比較して，両方群で有意に高値を示した（p<0.05）。運動系群と比較して，座

位系群と両方群では有意差を示さなかった。 
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であったといえる。

　対象者の血圧及びカウプ指数の値は，平均的であった。乳幼児身体発育評価マニュアル15）

によると，男女とも4歳児（年中児）及び5歳児（年長児）にあたる月齢のカウプ指数は，

50パーセンタイル値で約15.3を示している。本研究の対象者のカウプ指数は15.7であるこ

とからほぼ同値である。血圧は，本邦の健常幼児を対象とした先行研究5）と本研究の対象

者はほぼ同等であった。対象者の身体的及び生理的特性は平均的といえる。

　本研究の結果から，習い事の種類が収縮期血圧及び拡張期血圧，カウプ指数に及ぼす影

響に差が無いことが示唆され，仮説とは異なる結果であった。成人を対象とした研究では，

フィットネスクラブ会員の血圧及び体重は低値を示すことがわかっている6）8）。しかしな

がら，幼児では運動系の習い事を行っていたとしても，血圧やカウプ指数への影響はみら

れなかった。幼児期を含め成長期は，第二次性徴期の終期まで身長及び体重，血圧は増加

し続ける。これらの指標は，成人として体が成熟するまで生理的増加として正方向に推移

する。一方で成人では，内因的な影響よりも運動不足や肥満を招くような食生活の乱れな

どの外因的な影響を受け，体重や血圧は増加する3）4）6）7）10）。子どもと成人では，血圧の

上昇及び体重増加の起因が異なることから，幼児では成人と相違する結果を得たものと推

測する。

　習い事の種類で血圧及びカウプ指数の影響に差がみられなかった原因として，一つめに，

幼児においては，運動系の習い事もしくは運動以外の習い事を問わず「習い事をしている」

ということが幼児の身体活動量を増加させている可能性が考えられる。家庭を出て習い事

を行う場所まで行き来をすること，保護者等の習い事の引率者や習い事の指導者，同じ習

い事に通う仲間と交流する等により，家庭で過ごしている時よりも活発に体を動かしてい

ると推測する。先行研究では，幼稚園もしくは保育園の生活において，よく遊ぶ友だちの

数が多い子どもの運動能力は高いと報告している16）。子ども1人では活動や遊びが発展し

にくく，複数名が集った際や他者との関わりによって，より発展的な活動が展開され，そ

れに伴い身体活動量も増加すると考える。二つめの原因に，子どもの習い事は，運動系及

び運動以外の内容に問わず，技術の習得を目的にしていることがほとんどである。スイミ

ングやサッカーなどの運動系の習い事の場合，集団指導の形態をとっていることが多い。

そのため，安全確保のため待機時間や技術習得のための説明時間が多く，十分な運動量は

確保できていない可能性がある。先行研究においても，幼稚園及び保育園で運動指導を行っ

ていない園より運動指導を行っている園の子どもの運動能力は低いと報告している16）。子ど

もにおいては，運動系の習い事を行っていることが運動量の増加には直結せず，運動系あ

るいは運動系以外の習い事でも，習い事を行っているという事実が子どもの身体活動量の

増加に関与しているものと推測する。これらの要因が，幼児の習い事の種類によって血圧

及びカウプ指数の影響に差を及ぼさなかったものと考える。

　本研究では，習い事の種類が血圧及び身体発育に及ぼす影響に差はみられなかった。し

かしながら，子どもの頃の身体活動や健康状態は大人になってからの身体活動や健康状態
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に関係する9）ことから，幼児期からの運動や望ましい生活習慣の確立は生涯にわたって必

要とされる健康の基礎を培う意味でも重要である。本研究では，習い事の種類で血圧及び

身体発育を比較した。今後，対象者を拡充し，幼児の日常生活での身体活動量と血圧及び

身体発育の関連性も検討する必要がある。

Ⅵ．まとめ
　幼稚園児の習い事の種類が，幼児の血圧及びカウプ指数変化に及ぼす影響には差が無い

ことが示唆された。これは，幼児の血圧及び身体発育は，成人を迎えるまで正方向に推移

していくこと，及び，幼児にとっては習い事の種類よりも習い事をしているという事実が

幼児の身体活動量を増加させているためであると考える。
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